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研究成果の概要（和文）：本研究では、うつ病にいたる心の変化を連続的にとらえ「こころの未病」という新し
いコンセプトを取り入れ、注意機能と「こころの未病」には関係があるかを認知神経科学的に明らかにした。具
体的には実験的に人の心の状態を誘導するMIP (Mood Induction Procedure)を構築し、その技術を使い、感情の
注意の空間的機能への影響を心理物理実験で明らかにした。またVRゴーグルを使い、日常における注意機能を計
測することで感情を推定することが可能であることを示した。さらにfMRI計測により、前頭前皮質が心の未病と
関係する可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we introduced a new concept of "MIBYO" that captures the 
continuum of mental changes leading from the healthy to depression, and clarified from a cognitive 
neuroscientific perspective whether there is a relationship between attentional functions and "
MIBYO”. Specifically, we constructed the Mood Induction Procedure (MIP), which experimentally 
induces a person's state of mind (positive/negative/neutral), and used this technique to investigate
 the effects of emotion on the spatial functions of attention by using psychophysical techniques. We
 also showed that it is possible to estimate emotional status by using VR goggles to measure 
attentional functions in daily life. Furthermore, using fMRI measurements, we showed that the 
prefrontal cortex may be related to the human state of the “MIBYO”.

研究分野： 認知心理学

キーワード： 未病　注意　うつ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
注意と心の状態との関係は、社会心理学におけるポジティブ心理学の分野や精神医療の現場で注意訓練を用いた
うつ病や不安障害の症状緩和の試みが始まっているのみであった。しかし、これらの研究は注意と幸福度の関係
の体系的な解明研究ではない。本研究は、これらの要素研究を基に、注意機能と幸福度との関係を体系立てて、
認知神経科学的に解明することに取り組む研究であり、その知見を利用し、うつ病の手前の状態である「こころ
の未病」という新しい概念に対し、注意機能を利用し未病を推定し、改善しようとする試みであり、この成果
は、うつ病の神経科学的解明に知見を与え、新しいこころの予防医療につながるものとなっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
人は気分が落ち込むと、周りの物事に広く注意が向かなくなり、更にうつ病になると、嫌な事

から注意が離せなくなるなど、うつ病による注意機能の変化が知られている。近年、健常者にお

いても幸福度(日常生活全般における幸福感の主観的評価)の変化が注意機能に影響を及ぼすこ

とが分かってきた。うつ病は、早期に治療すれば、改善も容易で長期化を防ぐこともできる。本

研究では、注意とこころの未病(うつに繋がるこころの不調の兆候)との関係を認知神経科学的

に解明する。 

注意は知覚や記憶、行動に大きな影響を与える主たる認知要因であり、古くから研究が行わ

れている(Pashler, 1998)。更に、この注意に、時々刻々と変化する人の感情が、双方向に関係

する可能性が示されている。社会心理学においては「感情が注意」に影響するという説が提唱さ

れており(Fredrickson, 1998, 2001)、また逆に、精神医療の現場からは「注意が感情」に影響

することが報告されている(Wells, 1990)。社会心理学者の Fredrickson (2001)は、ポジティブ

感情は、行動や思考をより多様性に富んだ広域に及ぶものにするという説を提唱し、それに伴い

視覚注意も空間的に拡張すると主張している。一方、精神医療の現場では、Wells (1990)が、患

者の自己への過度の注意が、感情に悪い影響を及ぼすことを観測したことをきっかけに、不安障

害等の治療のため、音を利用した、注意を自己以外に向ける注意訓練を開発している(Wells, 

1997)。この訓練の臨床応用は始まってはいるものの(Knowles ら, 2016)、症例数の少なさ、学

術的裏付けがまだなされていない等の理由から、広くは普及しておらず、基盤となる研究が望ま

れている(Thomas ら, 2016)。 

  
２．研究の目的 
 
これまでに健常者において、幸福度と注意には関係があること、軽度うつの症状において注意訓
練が有効であることが示唆されている。しかし、両者を結ぶ科学的基盤は未だ希薄である。そこ
で、本提案では、うつ病にいたるこころの変化を連続的にとらえることで「こころの未病」とい
う新しいコンセプトを取り入れ、学術的「問い」として、注意機能と「こころの未病」には関係
があるのか、を認知神経科学的に明らかにする。その上で、注意機能を計測することで、こころ
の未病状態を推定(「見える化」)することが可能であるか、また逆に、注意機能を強化訓練する
ことで、こころの未病を「改善」し健康になることが可能であるのか、を解明する。 
 
３．研究の方法 
(1) 幸福度が、注意機能のどの機能に影響を与えるのかを明らかにする。 
注意は、認知心理学的機能から 5つに分類(注意喚起、選択的注意 (外発的、内発的)、分割注

意、競合)されることから(Posner ら, 1990; Pashler, 1998)、これらの注意機能のパフォーマ
ンスを計測できる実験パラダイムを構築し(Fan ら, 2002, 図 5a)、幸福度が、どの注意機能に
影響するのかを行動実験と fMRI 実験から明らかにする。 
 
(2) 幸福度と関係のある注意機能を計測することで、幸福度を推定し、さらに、こころの未病状
態を推定(「見える化」)することができるのかを明らかにする。 
幸福度と関係のある注意機能のパフォーマンスを情報機器により計測し、その時の主観的幸

福度(提案者らの実績のある「幸福度を線上の位置で示す」方法による記録,[0-10]の連続的数字
で表現)とうつ度(BDI-II のスコア)を蓄積する。実験参加者は、BDI-II スコアによる 3群: (1)
健常者群[0-10]、(2)「こころの未病」者群[17-20]、(3)中程度のうつ患者群[21-30]とする。実
験は 1日 1回、5-10 分程度、3週間行い、注意課題と主観的幸福度を記録する。うつ度(BDI-II)
は 1週間に 1回計測する。蓄積された注意パフォーマンスのデータを用い、機械学習により、主
観的幸福度とうつ度、特にこころの未病状態を推定可能か、検証する。 
 
(3) 「こころの未病」状態が「健康」とも「明らかな病気」とも区別される状態で存在するかを
神経科学的に明らかにする。 
「健康」と「明らかな病気」は連続的であり、その中間状態が存在すること」が臨床現場から

提唱されている。そこで、この中間状態を「こころの未病」と定義し、空間解像度の高い fMRI(機
能的核磁気共鳴装置)と時間解像度の高い EEG(脳波計)による安静時脳活動を計測する。デフォ
ルトモードネットワークなどの安静時に活性化されるネットワークが、「こころの未病」時は他
のこころの状態と比較し、特定の脳部位 (fMRI)、特定の時間特性で(EEG)、違うのかを検証する。 
 



 
(4) 幸福度と関係のある注意機能を強化訓練することで、幸福度を向上させ、こころの未病状態
の「改善」ができるのかを明らかにする。 
幸福度と関係のある注意機能を強化する訓練は、広視野で刺激制御が容易な、ウエラブル VR

システム上で設計・開発する。幸福度と関係する注意機能の強化方法として、視覚刺激の色や輝
度、動きなど、注意を引きつける要因を目的に合わせて変化させる方法を利用する。 
 
４．研究成果 
研究成果を以下に報告する。 

 
(1) 幸福度が、注意機能のどの機能に影響を与えるのかを明らかにする。 
① MIP(Mood Induction Procedure)の開発 
幸福度が注意機能のどの機能に影響を与えるかを明らかにするため、実験的に人の感情を誘

導する方法を開発した。ここでは、複合的な刺激(音、色、文章、記憶)を利用し、3条件(ポジテ
ィブ感情、ネガティブ感情、ニュートラル感情)に人の感情を誘導させる方法に成功した。成果
は学会で発表し(日本心理学会 2021)、現在、論文誌に投稿中である。 

 

 
 
 
② Mood の注意の空間的広がりに及ぼす影響(心理物理実験) 
構築した MIP を利用し、被験者の心理状態をポジティブ、ネガティブ、ニュートラルに誘導し

たうえで、注意が空間的にどこまで広がっているかを心理物理実験で検証した。その結果、ポジ
ティブ条件のときは、ニュートラル条件に比較して、閾値付近での正答率が有意に向上した。ま
たこれは、モデル推定の結果、閾値にポジティブ感情が有意に影響を与えていることを示した。
ネガティブ条件とニュートラル条件では、統計的な有意さはなかった。この成果は学会で発表し
(日本心理学会 2022)、現在、論文として投稿準備を進めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
( 
 
 

 
2) 幸福度と関係のある注意機能を計測することで、幸福度を推定し、さらに、こころの未病状
態を推定(「見える化」)することができるのかを明らかにする。 
日常における 3D 空間における自然な感情変化と 3D 注意機能への影響を計測するため、VR ゴ

ーグルを利用し、360 度の空間にターゲットと障害刺激を提示し、ターゲットを探索する時間を、
そのときの幸福度と共に計測した。計測は一日 3回、2週間行った。その結果、幸福度が高いと
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きは、低いときに比べて、有意にターゲットを探索する時間が短いことが明らかとなった。これ
により、ターゲット刺激の探索時間を計測することにより、主観的な質問をすることなく、幸福
度を推定することが可能となる基盤研究を進めることができた。この成果は学会発表をし(日本
視覚学会 2019, APCV2019)、論文として発表
している (日本バーチャルリアリティ学会論
文 誌 2021)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 「こころの未病」状態が「健康」とも「明らかな病気」とも区別される状態で存在するかを
神経科学的に明らかにする。 
 神経科学的観点から「こころの未病」状態についてはほとんど明らかになっていない。一方、
身体に注意を向けて、その時その場に意識を集中するマインドフルネス状態はウェルビーイン
グ（身体的・精神的・社会的に良好な状態）との関わりが深く、「明らかな病気」、「こころの未
病」、「健康」が一元軸にあると仮定すれば、マンドフルネス状態を調べることによって「こころ
の未病」に関して手がかりを得られる期待ができる。マインドフルネス状態をもたらすと考えら
れる瞑想の上級者１名と中級者１名に通常の瞑想（注意を向けている対象とそれを気づく視点
が同等な位置にある状態）と階層的な瞑想（注意を向けている対象とそれを気づく視点が上下な
位置にある状態）を遂行している最中に fMRI 脳活動計測を行なった。その結果、上級者のみに
瞑想スタイル間で脳活動レベルの違いが見られた。通常の瞑想の際に前頭前皮質が特異的に関
与することは特に興味深かった（図１）。新型コロナウィルスの影響で実験を続けることが困難
になってしまったが、今後は参加者数を増やし、詳細に調べる必要がある。図は、通常の瞑想（上
級者１名, p(FWE) < .05）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上。 
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